


　架空送電線が０．５～６m/s程度の一定風速
の微風を受けた場合、カルマン渦によってお
よそ１０～５０Hzの振動をおこし、この微風振
動が電線の疲労破断の原因となっていること
はすでによく知られております。従って、微
風振動の研究と、防振装置の開発を合わせて
行うことは、架空送電線の寿命を伸ばす上で
きわめて重要なことであり、絶対に欠かせな
いことといえましょう。�
　ある張力で張られた径間の電線に、ダンパ
が必要であるかどうかを判定し、取付けたダ
ンパが適切であるかどうかを判断するために
は、同一張力のもとで風から電線に与えられ

る入力エネルギーと、電線自身が吸収する振
動エネルギーおよびダンパが吸収するエネル
ギーを、それぞれ定量的に対比することが必
要です。�
　電線自身およびダンパが吸収する振動エネ
ルギーについては、実規模送電線の状態での
測定が非常に困難でありましたが、当社では
新鋭の振動研究設備を設置して、振動現象を
エネルギーとして定量的に解明することがで
きました。これらの基礎研究の成果とともに、
当社独自の極めてシンプルな構造のダンパ“バ
イブレス”を開発し、既に各電力会社をはじ
め海外でも広く使用されております。�

振動波形�

●広い周波数域で防振効果が優�
　れています。�

●重錘型ダンパとトーショナル�
　ダンパの特性を生かした構造�
　です。�一般的な振動周波数域では、特に振動発生頻�

度の高い１０～２０Hz域の防振効果を高めた設計�
にしてあります。なお、高周波数域（５０～１５０�
Hz）でも有効であることが実証されています。�
�
●従来のダンパより軽量です。�
従来のダンパより軽量で、しかもより高い防�
振効果が得られます。�
�
●取付作業が簡単です。�
ストックブリッジダンパと同様に、単に電線�
に吊下げる取付方法ですので取付方法が簡単�
です。ベートダンパやトーショナルダンパに�
くらべて、取付作業がきわめて容易だと定評�
があります。�

●従来型より経済的です。�
ダンパをシンプルな構造に設計し、経済的です。�

●防振特性は長期にわたり、そ�
　の性能を維持します。�

●使用電線の振動現象によく適�
　合するような、特別な設計も�
　可能です。�

従来のダンパより太いケーブルサイズとし、�
しかも強度を上げておりますので、ダンパケ�
ーブルが疲労して曲がったり、破断したりす�
る危険率が少なく、したがって防振特性は長�
年使用しても充分性能を維持します。�

ダンパケーブルの長さ、重錘部の長さ、また�
は傾斜角などを変更することによって、特殊�
電線や長径間箇所、その他特別地域に適合す�
るダンパが容易に制作できます。�



●地線における効果�

電線への着氷雪を想定し、９mmスリートを模�
擬した人工着氷雪線を架線し、着雪による振�
巾の増大とダンパの低減効果を実測した結果�
です。�
バイブレスを取付けた場合、ダンパなしの状�
態で生じた振巾に比べ、約１/１０以上の低減�
効果が認められます。�

●電力線における効果�

ACSR４１０mm２の単導体に１４号バイブレスを取�
付けた時の防振効果を示しています。�
バイブレスを取付けたときの最大発生振巾は、�
ダンパなしの最大振巾に比較し１/４に低減�
されているのがわかります。�

●多導体における効果�

導体数が増加しますとスペーサの介在などに�
より振動が干渉され、単導体の発生振巾に比�
較して多導体の発生振巾は小さくなります。�
これによりダンパの必要性は単導体に比べて�
相当低くなりますが、長径間部、高張力径間�
部では有害な振動を発生しやすく、多導体と�
いえどもダンパが必要になります。�
右図はACSR４１０mm×４の例ですがここでもバ�
イブレス取付けにより、振巾が低減しています。�

●取付基準�
下表は１条１径間当りの取付個数を示します。�
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〔注〕　　は特殊設計です。�
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IACSR　１２０mm２８号バイブレスの防振効果�

�
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バイブレス�
　　　取付時最大振巾�

３５０m

ダンパなしでの最大振巾�

人工着氷�
９mmスリート�

電線：I ACSR１２０mm２�

径間：３５０m�
張力：１９００kg�
ダンパ：１条に４個取付け�
　　　　　８号バイブレス�
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ACSR　４１０mm２単導体１４号バイブレスの防振効果�
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電線：ACSR４１０mm２�

径間：４３０m�
張力：２８００kg�
ダンパ：各支持点に１個、１相に２個取付け�
　　　　　１４号バイブレス�

ダンパなしでの最大振巾�

４３０m

バイブレス取付時�
　　　　最大振巾�

ACSR　４１０mm２×４１４号バイブレスの防振効果�
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電線：ACSR４１０mm２�

径間：４３０m�
張力：２８００kg�
ダンパ：各支持点に１個、合計８個／相�
　　　　　１４号バイブレス�

４導体ダンパなし最大振巾�
　スペーサ９個取付け�

４３０m
バイブレス　　�

取付時�
　　　　最大振巾�

●取付位置� ●適用電線�
号
数�

取 付 位 置（m）�
A B C

２８�２.８�５.６�８.４�
２４�２.４�４.８�７.２�
２０�２.０�４.０�６.０�

１６�１.６�３.２�４.８�
１８�１.８�３.６�５.４�

１４�１.４�２.８�４.２�
１２�１.２�２.４�３.６�
１０�１.０�２.０�３.０�
８�０.９�１.８�２.７�
６�０.７�１.４�２.１�
４�０.５�１.０�１.５�
３�０.４�０.８�１.２�
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（mm）�

２８�４９.０～５７.０未満�
（注）１.※より線構成（４５/４.４　７/２.９）�
｠　　２. OPGWについては、適用電線サイズ、号数の対応は参考とします。�

１５２０　１６５０�
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３５.８～４１.０未満�

２９.０～３４.４未満�
２４.５～２９.０未満�
２１.０～２４.５未満�
１７.８～２１.０未満�
１５.１～１７.８未満�
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　９.６～１２.０未満�
９.６未満�
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谷�

半島�

湖�

海�

●湾、川横断部� ●谷越え、尾根越えの�
　長径間部（６００m以上）�

●細長い半島を縦断する�
　径間部�

A

C

B

D
鋼　撚　線�

電線�

（亜鉛めっき）�

丸鋼（亜鉛めっき）�

軟鋼（亜鉛めっき）�

ダンパ�
　呼称（号）�

寸　　　　　法　　　　（mm）�
質量（kg）�

ＶＳ２８�
ＶＳ２４�
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ＶＳ　８�
ＶＳ　６�
ＶＳ　４�
ＶＳ　３�

８０�
８０�
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７２０�

７３８�
６８８�
６７２�
６１２�
５７５�
５３６�
４８３�
４６８�
C

M１６�
M１６�
M１６�
M１６�
M１６�

M１６�
M１６�
M１６�

M１２�
M１２�
M１２�
D

１２.０�
１０.６�
　９.０�

　７.０�
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　５.０�
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バイブレスは原則として次のように取付けます。�

●耐張クランプの場合�
圧縮型、くさび型、ボルト締付型ともクラン�
プ口元から所定寸法を起尺し、その位置にク�
ランプ中心を合わせ取付けます。�

●懸垂クランプの場合�
クランプセンターボルトから所定寸法を起尺�
し、その位置にクランプ中心を合わせ取付け�
ます。�
また懸垂部のアーマロッドが長く、所定の位�
置に取付かない場合は、アーマロッド端より�
１０ｃｍ離れた地点にクランプ中心を合わせて�
取付けます。�

A

●圧縮型引留クランプ�

A

A

A

10cm

普通型�

A

フリーセンタ型�

A

●圧縮型引留クランプ（地線用）�

●耐張クランプ（地線用）�

●耐張クランプ（地線用）�

●耐張クランプ�

●懸垂クランプ�


